
令和５年度決算統計資料 単位：万円

区　　分 H20年度 R元年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

基準財政需要額 53億4411 55億7026 58億1746 61億2080 60億8335 60億3797

標準財政規模 69億4615 60億5555 62億4628 65億9148 63億9419 63億3625

財政力指数 0.240 0.208 0.209 0.205 0.201 0.202

経常収支比率 92.1% 82.2% 77.4% 73.4% 78.3% 81.2%

公債費負担比率 20.5% '16.7% 14.9% 14.4% 15.9% 15.0%

実質公債費比率 21.9% 6.3% 5.7% 5.6% 6.0% 6.2%

地方債現在高 157億6361 122億4572 124億3338 126億2605 121億4517 121億9569

基金残高 32億2380 102億4579 106億1014 108億1693 111億9461 104億6142

１
億
４
２
３
３
万
円
減
。

投
資
的
経
費
は

１４
２

６
％
増
、
２２
億
の
建
設
事
業

の
内
単
独
事
業
は

１６
億
。

そ
の
他
経
費
は
積
立
金

（
▲
１
億
８
１
７
５
千
万
）
、

物
件
費
（
１
億
増
）

補
助
費
（
▲
１
億
２
８
５
０

万
）
ト
ー
タ
ル
若
干
の
減
。

地
方
交
付
税
は
普
通
交
付

税
が

４７
億
６
５
７
４
万
円

で
１
億
１
２
９
０
万
円
の

減
、特

別
交
付
税
は
１
７
２
３

万
円
減
で
４
億
３
７
２
８
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は

義
務
的
経
費
の
人
件
費
が

２
７
５
３
万
程
度
の
増
。

公
債
費
（
借
金
返
済
額
）

９
月
定
例
会
は
、
４
日
か
ら

２５
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
決
算
数
値

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

歳
出
総
額
は
、
１
６
１
億
１

８
５
、
８
万
円
で
昨
年
度
の
決

算
と
比
べ
て
、
５
億
９
６
３

６
，
８
万
円
（
▲
３
、
６
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
（
▲
１
．
５
％
）

特
別
会
計
（
▲
８
．
２
％
）
病

院
事
業
会
計
（
▲

１６
．
８
％
）

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
体
と
し
て
は
、
災
害
復
旧

工
事
の
終
了
や
簡
易
水
道
事

業
が
広
域
と
な
っ
た
事
が
減

の
大
き
な
要
因
で
す
。

経
常
収
支
比
率
が

８１
．

２
％
（+

２
．
９
％
）
、
実
質
公

債
費
比
率
が
６
、
２
％
（+

０
．

２
％
）
と
な
る
な
ど
少
し
気
に

懸
り
ま
す
。

地
方
債
（
借
金
）
の
令
和
５

年
度
末
現
在
高
は
、
約
１
２
２

億
円
（
合
併
時
は
２
２
０
億

円
）
で
昨
年
度
よ
り
５
億
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

要
因
は
庁
舎
・
病
院
建
設
や

災
害
復
旧
の
関
係
に
よ
り
ま

す
が
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

可
能
な
限
り
有
利
な
町
債

の
発
行
を
心
が
け
、
健
全
な
財

政
運
用
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

基
金
残
高
（
定
期
預
金
）
の

総
額
は
１
０
４
億
６
千
万
円

余
り
と
昨
年
よ
り
７
億
３
千

万
円
程
度
減
少
し
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
残
高
は

５１
億

４
千
万
円
で
１
億
円
の
減
。

一
般
会
計

歳
入
合
計
は
、
前
年
度
対
比

で
は
、
１
億
１
３
０
万
円
の
減

（
▲
０
．
８
％
）
と
な
り
ま
し

た
。依

存
財
源
の
ウ
エ
イ
ト
が

６８
．
６
％
（
▲
３
．
７
％
）

と
な
り
自
主
財
源
が
２
億
１

４
０
６
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

（
※
表
参
照
）
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＜工事請負契約の締結＞

○油木スポーツ広場サッカー場建設工事

金額 ３億４９８０万円

請負者 村上建設株式会社

納期   ～R７.３.３１

○油木山村開発センター改修工事

金額 ６９８２万８千円

請負者 有限会社 井上組

納期   ～R７.３.２１

    

＜工事請負契約の変更＞

○町役場神石支所改修工事

金額１億９１６万４４４０円←1億 484 万 3200 円

請負者 粟根建設株式会社

納期   ～R６.９.３０←R6.8.31

＜条例の廃止＞

〇町立中学校寄宿舎設置条例の廃止

＊神石高原中学校高原寮の運営を終了する。

令和５年度一般会計歳入歳出表

〇人権擁護委員の候補者の推薦

氏名 住所 任期 新再

松岡
まつおか

澄夫
す み お 油木

甲 7626-3

法務大臣依嘱日

から３年
再任

瀧川
たきがわ

浩
ひろし 福永

甲 2352
同上 再任

米山
こめやま

文子
ふ み こ 草木

甲 844
同上 再任

多田
た だ

幸夫
ゆ き お

桑木 278 同上 新任

＜町民活動拠点施設設置管理条例の制定＞

〇効率的な行政サービスの提供と政策間連携を図

るとともに、多世代・多目的の町民が集い交流する

機会を広げ、関係人口を含む町民による新たな挑戦

や地域課題の解決を支援する取組を推進するため、

地方葬制の「小さな拠点づくり」に資する公共機能

その他の必要な機能を総合的に備えた「町民活動拠

点施設」を設置する。

名称 位置

町神石地区町民活動拠点施設 高光 2559 番地

町豊松地区町民活動拠点施設 下豊松 741 番地

＊神石支所及び豊松支所内に置かれます

＊次年度繰越金 7億 2426万円には、
繰越明許費 8369万円をふくみます。



令和４年度分の政策医療交付金は、1 億９１０

７.３万円となり 9 月補正で１,３９２.７万円が返

還され、保健医療福祉支援基金に積み立てられま

した。

★調査設計委託料 ２,０００万円

令和８年８勝ち開催予定の日本スカウトジャ

ンボリーに向け、道路改良を行う。

（町道；郷仙養原牛の首線）

  

令和６年度予算会計別総括表

（単位：万円（四捨五入）

７月補正後予算 9月補正 9月補正後予算 摘要

123億4308 3億0082 126億4389

12億4632 30 12億4662 補助交付（葬祭費）30

4億0,213 347 4億0560 広域連合負担金347

19億0,215 88 19億0303

保 険 事 業 勘 定 18億8,315 88 18億8403 機器借上33、車両借り上60

介護ｻｰﾋﾞｽ事業勘定 1,900 1900

3,791 200 3991 施設維持200

10 10

35億8,862 665 35億9527

5億3,213 163 5億3376

資本的支出 7,125 7125

収益的支出 4億6,088 163 4億6251 減価償却費163

3億1,138 173 3億1311

資本的支出 1億0,149 1億0149

収益的支出 2億0,989 173 2億1162
戦略委託料165
誤納還付5

164億6382 3億1083 167億7466

病 院 事 業 会 計

集落排水事業会計

内
訳

内
訳

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

飲 料 水 供 設 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

一　　般　　会　　計

合　　　計

特別会計計

会　計　名

長
い
間
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

令
和
６
年

１２
月
２
日
を
も
ち
ま
し

て
、
２０
年
間
の
議
員
活
動
を
引
退
さ
せ

て
頂
く
事
に
致
し
ま
し
た
。

長
期
間
に
亘
り
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
・
ご

支
援
を
賜
り
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

引
退
後
は
、
形
を
変
え
て
地
域
の
皆
様

方
に
ご
恩
返
し
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の
為
、
後
援
会
報
の

発
行
が
遅
く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

今
号
が
最
終
号
と
な
り
ま
す
。
毎
年
９

月
は
決
算
認
定
が
主
な
議
題
と
な
り
ま

す
の
で
記
事
は
例
年
の
お
さ
ら
い
で
す
。

国
の
在
り
方
を
左
右
す
る
の
は
「
教

育
」
で
す
の
で
最
後
の
一
般
質
問
は
、
い

つ
も
の
様
に
全
国
学
力
状
況
調
査
に
つ

い
て
問
い
ま
し
た
。（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
ア

ッ
プ
し
ま
す
）

ト
ラ
ン
プ
氏
の
圧
倒
的
な
勝
利
は
、

「Ⅾ

Ｓ
」
と
の
戦
い
の
始
ま
り
で
す
。
日

本
の
対
応
は
。
自
民
党
は
保
守
層
が
離
れ

過
半
数
を
割
り
ま
し
た
。
日
本
再
生
は
？

不
安
で
す
。
今
年
は
皇
紀
２
６
８
４
年
。

三
千
年
の
歴
史
と
文
化
を
引
き
継
ぐ
我

が
日
本
偉
大
な
り
。
負
け
る
な
日
本
。

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 10 8369 職員人件費

総務費 4982 29億0668
かがやきネット600、旧坂瀬川公民館・老人H解体等2420、学校法人支援1000、ｺ
ﾐｭﾆﾃｨ管理309交通安全100、農林業調査114、選挙56

民生費 1436 21億1996
生活者自立83、高齢者福祉170、後期高齢者会計347、児童福祉費国庫返還
347、児童手当83、母子生活支援105、

衛生費 ▲ 1056 14億8236 医療従事者奨学金返還▲120、動物愛護30、病院事業会計補助▲1229、

農林水産費 ▲ 2154 11億6540 百彩館改修628、神石肥育センター269、畜産振興75、地籍調査▲3358

商工費 562 2億0379 企業誘致上下水道整備（小畠）240、スコラ高原ハーブ館322

土木費 9556 9億7776
町道維持5130、道路維持277、単独町費町道整備2543、国県道移譲事業▲
330、河川維持577、公営住宅1343

消防費 184 4億5829 全国消防大会応援旅費123、方面隊経費31、豪雨災害対策30

教育費 547 12億8877
小学校プール50、中学校校舎74、中学校寄宿舎231、社会教育施設管理79、町
立体育館111

災害復旧費 1億2121 1億3625
現年発生農地災害復旧5898、現年発生道路橋梁5767、過年度発生道路橋梁
456

公債費 0 12億8410

諸支出金 3894 4億9684
保健医療福祉基金積立1393、かがやきネット管理運営基金77、医療従事者確保
基金27、公共施設総合管理基金1007、森林経営管理推進基金1390

予備費 4000

合　計 3億0082 126億4389
（主な歳入）国庫支出金2341、県支出金1812、財産収入4652、寄付金1010、繰入
金1901、諸収入153、町債6150

　　　　令和６年９月一般会計補正予算）



県
平
均
を
小
学
校
は
下
回
っ
た
。

中
学
校
で
は
数
学
が
下
回
っ
た
。

Ａ

教
育
長

平
均
正
答
率
は
、

小
学
校
、
国
語
６
５
％
、
算
数
６

２
％

中
学
校
、
国
語
５
８
％
、
数
学
４

６
％
。
県
平
均
と
比
較
す
る
と
、

小
学
校
国
語
▲
４
％
、
算
数
▲

２
％
。
中
学
校
国
語
▲
＋
－

０
％
、
数
学
▲
６
％
。

確
か
な
学
力
の
定
着
・
向
上
を

図
る
こ
と
は
十
分
で
な
か
っ
た
。

課
題
の
把
握
や
対
応
策
を
明
確

に
し
、
学
習
指
導
の
充
実
を
図
り

た
い
。

Ｑ

コ
ロ
ナ
対
応
で
教
育
体
制
の

変
更
等
に
よ
る
影
響
は
。

家
庭
学
習
が
増
え
本
町
特
有

の
対
面
授
業
は
出
来
た
の
か
。

Ａ

教
育
長

全
員
前
を
向
い
て
の
一
斉
授

業
が
主
と
な
っ
た
の
で
協
働
的

な
学
び
を
推
進
す
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
。

現
在
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
学

習
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

「
対
話
的
学
び
」
と
い
う
も
の
を

今
後
も
積
極
的
に
行
い
た
い
。

Ｑ

国
や
県
は
結
果
公
表
と
対

策
を
公
表
し
て
い
る
が
本
町
の

対
応
は
。

Ａ

教
育
長

各
学
校
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
学
校
便
り
で
公
表
し
て
い
る
。

対
策
と
し
て
は
、
研
修
の
充
実

や
指
導
・
助
言
を
積
極
的
に
行

い
、
授
業
改
善
を
さ
ら
に
進
め
た

い
。

Ｑ

一
部
公
表
が
出
来
て
い
な
い

が
今
後
の
対
応
は
。

Ａ

教
育
長

各
学
校
の
判
断
で
色
々
な
方

法
で
周
知
し
て
い
る
。

教
育
は
一
丁
目
一
番
地

授
業
改
善
に
取
り
組
む

Ｑ

全
国
学
力
テ
ス
ト
は
、
日
本

の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
求
め

ら
れ
る
基
礎
学
力
と
そ
れ
が
基

に
な
る
応
用
力
、
す
な
わ
ち
「
確

か
な
学
力
」
の
取
得
に
つ
い
て
調

査
し
、
そ
し
て
成
果
と
課
題
を
分

析
し
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
る
。

神
石
高
原
町
で
学
ん
だ
子
供
た

ち
が
社
会
人
と
し
て
厳
し
い
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
「
確

か
な
学
力
」
を
し
っ
か
り
と
育
成

し
、
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が

我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
あ

る
。教

育
環
境
と
教
育
体
制
、
そ
し

て
確
固
た
る
指
導
力
が
問
わ
れ
て

い
る
。

「
教
育
」
は
国
造
り
の
上
で
「
１
０

０
年
の
大
計
」
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
町
に
は
古
代
か
ら
今
有
る

今
日
ま
で
独
特
の
歴
史
と
伝
統
、

文
化
が
息
づ
き
受
け
継
い
だ
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
生
か
し
な
が
ら
、も
う
一
度

「
教
育
」
の
本
質
に
立
ち
返
り
、

「
人
づ
く
り
」
に
町
の
将
来
を
託

し
た
ら
如
何
か
。

Ａ

町
長

教
育
は
一
丁
目
一
番
地
と
い

う
形
で
、
油
木
高
校
支
援
を
含
め

予
算
を
注
い
で
い
る
。

色
々
し
っ
か
り
と
活
用
し
コ
ミ

ッ
ト
し
て
行
き
た
い
。

Ａ

教
育
長

子
供
た
ち
の
力
を
つ
け
る
た

め
の
授
業
改
善
が
必
要
。

先
生
方
一
人
ひ
と
り
が
力
を
つ

け
て
い
た
だ
く
事
が
子
供
の
学

力
取
得
に
繋
が
る
。

①
質
の
高
い
問
い
の
設
定
力

②
単
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学力学習調査で判明した課題と対応

文部科学省は、７月２９日、小学６年と中学

３年の全員対象で本年４月に実施した２０２４

年度「全国学力・学習状況調査（全国学力テ

スト）」の結果を公表した。

①教科による調査結果

②本町の状況・判明した課題に対する今後

の対応策について、伺う。


